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■当時の天塩町は…
・天塩町商工会が設立（5
月）
・天塩簡易裁判所に旭川
家庭裁判所天塩出張所が
併設（6 月）
・天塩町教育委員会事務
局が設置（11 月）

■当時の日本は…
・GHQ が廃止し、日本
の主権が回復

■当時の天塩町は…
・オリンピック東京大会
聖火協賛リレーが天塩町
を通過（9 月）

■当時の日本は…
・日本人の海外観光渡航
自由化
・オリンピック東京大会
が開催（10 月）

2024（令和 6）年は「辰年」！ 

天塩町の辰年さん６名に

お話を伺ってきました！

（昭和 27 年）
1952 年

（昭和 39 年）
1964 年

　子どもの頃の思い出は、冬に市街地脇の川の氷に乗ったり、鏡
沼を泳いで横断したことですね。
　21 歳から現在までコンクリート製造の仕事を続けてきました。
高校生の頃から渓流釣りに熱中し、熊との遭遇に備え 20 歳のと
きに、狩猟免許を取得してから約 50 年にわたり狩猟も続けてき
ました。ヒグマに関しては 21 歳で初めて仕留めてから、最近で
は有害駆除で年に約５頭ほど捕獲しています。長年にわたりヒグ
マを追い続け、行動の経路やパターンなど生態について経験値を
蓄積してきました。最近、ヒグマの個体数が年々増えていること
に加えて、人目につくような場所にも出没する個体が多くなりま
した。エゾシカも増えており、農業被害は深刻ですから、少しで
も軽減できるように地域に貢献したいと思っています。

今年 72 歳になる

髙
た か だ

田 壽
と し ひ ろ

裕さん

農業被害に対処し、減らすため
地域に貢献したい！

　小学生の頃の天塩での思い出として、 鏡沼にリヤカーで炊事遠足をし
たことがとても懐かしいです。
　天塩高校を卒業する時、 手に職を付けて早く自立したいという思いか
ら看護師を目指し、 留萌と札幌の看護学校を経て札幌の脳外科病院
で看護師として経験を積み、48 歳の時に帰町して 11年が経ちました。
天塩での病院勤務を通じて、 あらためて 「自然の豊かさ」 と 「人の温
かさ」 を実感するとともに、 人と人との繋がりの大事さを再認識しました。
趣味は散歩や登山で、 草花の鑑賞や職場の仲間とマラソンをしていま
す。 今後は、 師長としての役割を果たし後進にバトンをつなぎ、 町民の
皆様が健やかに生活ができるよう一層努めていきたいと思います。

今年 60 歳になる

佐
さ さ き

々木 千
ち よ こ

代子さん

地域の方々が皆、
健やかに暮らせるように！
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■当時の天塩町は…
・社会科副読本「わた
したちの天塩」が刊行

（3 月）
・天塩町・幌延町森林
組合が合併し留萌北部
森林組合となる（6 月）

■当時の日本は…
・青函トンネルが開通

■当時の天塩町は…
・てしお温泉「夕映」
がオープン（6 月）
・天塩町開基 120 年
式典（10 月）

■当時の日本は…
・有珠山が 23 年ぶり
に噴火
・二千円札が発行

■当時の天塩町は…
・ 更 岸 小 学 校 が 104
年の歴史に幕（3 月）
・町のマスコットキャ
ラクター「てしお仮面」
が誕生（11 月）

■当時の日本は…
・東京スカイツリーが
竣工

■当時の天塩町は…
・ファミリースポーツ
センターが設置（9 月）
・恵愛荘が竣工（12 月）

■当時の日本は…
・石屋製菓が北海道銘
菓「白い恋人」を発売

1988 年
（昭和 63 年）

2000 年
（平成 12 年）

2012 年
（平成 24 年）

（昭和 51 年）
1976 年

　幼い頃の思い出として「カルタ」が印象的です。当時は町内
会や子ども会など町ぐるみで賑わっていた感があります。カル
タの醍醐味はスピードと正確さ両方の絶妙なバランスでの競い
合いですね。新型コロナで大会が中止になって停滞してしまっ
た感がありますが、またかつてのように復興させたいです。
　平成 21 年に農協職員として働きはじめ 15 年目になります。
購買課で資材等の販売を担当していますが、折からの物価高騰
等により困難に直面することも多々ありますが、お客さんに「あ
りがとう」と言っていただくことが励みになります。昨年は、
商工会と農協の青年部と 4 年ぶりにビアパーティーを開催し
ましたが、今後も、町の子供達が集まり楽しんでもらうコトと
場作りをしたいと思っています。

今年 36 歳になる

池
い け は た

端 健
た け し

至さん

子供たちが集まり、
楽しめる場をつくりたい！

　今、熱中して頑張っていることは野球です。野球少年団「天塩タ
イガース」の主将キャプテンとして、チームのみんなをまとめられ
るように大きい声を出して、どんな時も下を向かないで、楽しく笑
顔でプレーすることを心がけています。今年の目標は、下半身を強
化して、体重を増やしピッチャーとして球速を上げ、強打者になる
ことです。そして、全道大会に出て楽しく笑顔で優勝して念願の全
国大会に出場したいです。
　将来の夢は、みんなから注目される大谷翔平選手みたいなプロ野
球選手になることです。
　最後に、いつも天塩タイガースを応援してくれる町民のみなさん、
本当にありがとうございます。野球で天塩町を盛り上げたいと思い
ますので、これからもたくさんの声援をよろしくお願いします。

宍
し し ど

戸 晧
こ う や

哉さん

全国大会に出場し、
将来はプロ野球選手になりたい！

今年 12 歳になる

　子どもの頃の天塩の思い出は、商店街が賑わい、祭りや行事
など町民皆で盛り上げて活気があったと思います。近所の川で
ヤツメウナギやドジョウを獲ったのが懐かしいです。
　漁師になって約 20 年が経ちました。天塩の名物である「シ
ジミ」は、資源の減少が懸念されましたが覆砂事業等の効果も
出始め資源量は復活の兆しをみせていると感じています。天塩
川の持つ生態系キャパシティの大きさをリスペクトする一方、
生活史毎に最適な環境に適宜、移植すること等、町の誇りであ
るシジミを町民の皆さんにも気兼ねなく味わい親しんでもらえ
るよう良質なシジミが安定して育めるような資源管理や他の漁
業資源も含め町に恩恵をもたらすサイクルを目指し、試行錯誤
を繰り返していきます。

今年 48 歳になる

菅
す が い

井 文
ふ み と

人さん

町も、地域の誇り「シジミ」も
元気にしたい！

　天塩で生まれ育った私は小さい頃から「獅子舞」に参加させてい
ただいていました。その中で天塩町内をまわり、町の人たちと関わっ
たことが思い出深いです。
　私は現在、天塩町で保育士をしており 5 年目になります。保育
士を志したきっかけは、天塩高校 2 年生の時のインターンシップ
で「こども園」に行き職業体験をしたことで子どもたちと関わり、
楽しさを感じたからです。そのため、高校卒業後、旭川の短大に行
き、保育の勉強をして資格をとりました。園活動の中で多くの学び
や遊びを通して子どもたちと楽しく充実した日々を過ごしながら、
日々の成長する姿を見ることが出来た時にやりがいを感じます。今
後も、これまで学んできたことを生かし、先輩保育士の保育を見て
学び、子どもたちの成長に寄り添えるよう、頑張っていきたいです。

今年 24 歳になる

中
な か に し

西 音
お と は

羽さん

子どもたちの成長を見守り、
支えられるよう励みたい！
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天塩町長

吉田 　忠

新
年
の
ご
挨
拶

　

令
和
６
年
の
新
年
を
町
民
の
皆
様
と

と
も
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

慶
び
と
感
謝
を
込
め
て
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り

培
っ
た
町
職
員
と
し
て
の
経
験
や
町
民

の
皆
様
と
の
対
話
の
中
で
、
対
話
を
重

視
し
た
合
意
形
成
と
町
に
お
け
る
政
策

立
案
の
重
要
性
を
鑑
み
、「
対
話
・
協

働
・
調
和
で
マ
チ
を
一
つ
に
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
活
力
あ
る
マ
チ
づ
く
り
に
邁
進

し
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
マ
チ
へ
、
世
代

や
業
種
を
超
え
て
相
手
を
思
い
や
り
な

が
ら
暮
ら
せ
る
、
や
さ
し
い
マ
チ
を
目

指
し
、
町
民
の
皆
様
、
議
員
の
皆
様
と

の
信
頼
関
係
の
も
と
、
同
じ
方
向
を
向

き
な
が
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

昨
年
は
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染
症
へ
移
行

し
、
人
の
流
れ
も
徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
７
月
に
は
、
４

年
ぶ
り
と
な
る
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

が
、「
天
塩
川
し
じ
み
ま
つ
り
」
と
し

て
初
め
て
天
塩
川
河
川
公
園
で
開
催
さ

れ
、
皆
様
の
に
ぎ
わ
い
と
多
く
の
笑
顔

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

就
任
後
す
ぐ
に
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
や
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
再
開
、

そ
の
後
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
、

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
な
ど
、
ま

ず
は
一
歩
一
歩
、
是
々
非
々
で
、
皆
様

の
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
奔
走
し
た

年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
年
末
に
は
、
内

閣
府
主
催
に
よ
る
「
地
方
創
生
☆
政
策

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３
」
の

高
校
生
・
中
学
生
の
部
に
、
天
塩
高
校

２
年
生
４
名
が
筑
波
大
学
と
の
高
大
連

携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
考
案
し

た
町
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
が
北
海
道
代
表

と
し
て
選
抜
さ
れ
最
終
審
査
会
に
進

出
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
９
組
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
、

「
夕
日
＋
α
?!
」
と
題
し
た
、
天
塩
町

の
夕
日
を
メ
イ
ン
と
し
た
政
策
提
案

は
、
惜
し
く
も
上
位
３
組
に
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
高
校
生
の
堂
々
と
し
た

姿
勢
と
活
躍
に
勇
気
を
も
ら
っ
た
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

公
約
・
政
策
に
関
し
ま
し
て
は
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
で
は
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
未
来
へ

と
つ
な
げ
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に

向
け
た
国
へ
の
支
援
策
を
要
望
し
続
け

る
と
と
も
に
、
天
塩
の
特
産
品
で
あ
る

シ
ジ
ミ
資
源
の
回
復
と
漁
業
資
源
の
活

用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
商
工
業

分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、
特
産
品
や

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
開
発
促
進
に

よ
る
地
場
産
業
振
興
、
地
域
の
雇
用
や

域
内
経
済
の
好
循
環
を
見
据
え
た
産
業

振
興
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
福

祉
・
医
療
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、
い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
の
充

実
は
も
ち
ろ
ん
、
公
共
交
通
体
系
の
見

直
し
を
含
め
た
温
泉
券
・
ハ
イ
ヤ
ー
券

を
改
良
し
た
新
た
な
町
民
サ
ー
ビ
ス
を

検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
唯
一

の
医
療
機
関
で
あ
り
ま
す
町
立
病
院
に

お
き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
以
降
、
常

勤
医
１
名
体
制
で
運
営
し
て
お
り
ま
す

が
、
現
診
療
体
制
を
維
持
し
て
い
く
と

と
も
に
、
常
勤
医
師
の
複
数
配
置
と
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
安
定
確
保
に
最
大
限
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
子
育
て
分
野
に
お

き
ま
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前

広
場
に
遊
具
等
を
整
備
は
始
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
の
遊
び
場
と
子
育
て

世
代
の
交
流
の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化

も
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
口
規

模
に
応
じ
た
公
共
施
設
等
の
あ
り
方
に

も
、
皆
様
の
声
を
聴
き
な
が
ら
検
討
を

す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
雄

信
内
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
と
雄
信
内
老

人
憩
い
の
家
を
対
象
と
し
た
施
設
再
編

を
検
討
し
、
避
難
機
能
を
備
え
た
複
合

型
施
設
整
備
の
計
画
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
は
、北
海
道
縦
貫
自
動
車
道（
天

塩
・
中
川
間
）
の
計
画
段
階
評
価
が
本

格
的
に
始
ま
り
、
11
月
に
は
対
策
ル
ー

ト
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
春
に
も
再

度
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
し
っ
か
り
と
周
知
・
Ｐ
Ｒ
、
一
刻

も
早
い
着
手
に
向
け
た
要
望
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
天
塩

港
湾
建
設
や
天
塩
川
治
水
対
策
、
天
塩

防
災
、
農
地
防
災
、
自
衛
隊
訓
練
施
設
・

訓
練
誘
致
、
雄
信
内
駐
在
所
の
建
替
え

な
ど
、
各
種
期
成
会
や
管
内
・
近
隣
市

町
村
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
国
や

北
海
道
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
れ
ら
施
策
を
通
じ
て
、
先
人
の
方
々

が
築
い
た
「
ふ
る
さ
と
天
塩
」
の
将
来

を
見
据
え
、町
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、

関
係
す
る
皆
様
と
協
働
し
た
調
和
の
マ

チ
づ
く
り
を
進
め
る
所
存
で
す
。
本
年

に
お
き
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
北

海
道
を
前
へ
と
の
想
い
を
胸
に
、
本
年

も
、
道
政
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
３
年
を

超
え
る
長
期
に
わ
た
り
、
私
た
ち
の
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
５
月

に
は
５
類
へ
の
移
行
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
対
策

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
、
医
療

従
事
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
道
民
や
事

業
者
の
皆
様
に
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

５
類
移
行
に
伴
い
、
社
会
経
済
活
動

が
活
発
化
す
る
一
方
で
、
不
安
定
な
国

際
情
勢
な
ど
を
背
景
と
し
た
物
価
高
騰 

の
影
響
の
長
期
化
や
、
中
国
に
よ
る
日

本
産
水
産
物
の
全
面
輸
入
停
止
な
ど
、

道
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
や
事
業
者
の 

方
々
の
経
営
環
境
が
厳
し
い
状
況
に
お

か
れ
た
１
年
と
な
り
、
道
で
は
、
価
格

高
騰
等
経
済
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
道
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
な
ど
、

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
に
あ
っ
て

も
、
昨
年
は
、
本
道
が
国
内
外
か
ら
大

き
な
注
目
を
集
め
、
更
な
る
飛
躍
に
向

け
て
大
き
く
歩
み
を
進
め
た
１
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

ラ
ピ
ダ
ス
社
の
立
地
が
決
定
し
、
次

世
代
半
導
体
を
北
海
道
か
ら
世
界
に
届

け
る
と
い
う
前
例
の
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ほ
か
、
日
本
最
大

級
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
Ｇ
７
札
幌
気
候
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
大
臣
会
合
」
の
開

催
や
本
道
へ
の
Ｇ
Ｘ
投
資
の
促
進
に
向

け
た
官
民
連
携
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

設
立
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北

海
道
の
実
現
に
向
け
た
動
き
も
加
速
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て
の
開

催
と
な
っ
た
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
北
海
道
・

日
本
」
で
は
、
雄
大
な
自
然
や
多
様
な

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
多
彩
な
食
、
独
自

の
歴
史
や
文
化
と
い
っ
た
本
道
の
魅
力

を
国
内
外
に
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
36
年
ぶ
り
の
本
道
で
の
開
催

と
な
っ
た
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
」
で
は
、
大
き
な
声
援
を
う
け
て

躍
動
す
る
若
き
力
が
、
本
道
の
確
か
な

未
来
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
は
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、

海
の
恵
み
を
守
り
、
日
本
の
豊
か
な
食

を
支
え
る
道
産
水
産
物
の
魅
力
を
発
信

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
年
は
、
こ
う
し
た
歩
み
を
さ

ら
に
加
速
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る

地
域
づ
く
り
や
北
海
道
の
魅
力
を
世
界

に
広
げ
る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
社
会
経
済
情
勢
に
機
動

的
に
対
応
し
な
が
ら
、
足
腰
の
強
い
地

域
経
済
の
確
立
や
地
域
産
業
を
担
う
人 

材
の
安
定
的
な
確
保
な
ど
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
子
ど
も
応
援
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
る
ほ

か
、
ほ
っ
か
い
ど
う
応
援
団
会
議
を
活

用
し
た
地
域
を
支
え
る
応
援
の
輪
を
広

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
次
世
代
半
導
体
製
造
拠
点
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
と
と
も

に
、
本
道
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
ど
を
活
用
し
、
新
た

な
産
業
や
人
、投
資
を
呼
び
込
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
の
波

を
着
実
に
捉
え
、
観
光
立
国
北
海
道
の

再
構
築
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
戦
略

的
な
輸
出
拡
大
に
よ
り
道
産
食
品
を
世

界
に
広
げ
な
が
ら
、
一
次
産
業
の
生
産

基
盤
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
日
本
の
食

料
安
全
保
障
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
道
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
今
こ
そ
、
北
海
道
の
め
ざ
す
姿

を
道
民
の
皆
様
と
共
有
し
、
と
も
に
歩

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
新
た
な
北
海
道
総
合
計
画

を
策
定
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
政
策

展
開
と
地
域
づ
く
り
の
基
本
方
向
を
お

示
し
し
な
が
ら
、
皆
様
と
と
も
に
、
北

海
道
の
確
か
な
未
来
を
創
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希

望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

天
塩
町

　
　

町　

長　
　

吉
田　

忠

　
　

副
町
長　
　

野
崎　

浩
宜

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

町
議
会

　
　

議　

長　
　

横
山　
　

敦

　
　

副
議
長　
　

渡
辺　

修
勝

　
　

議　

員　
　

草
刈　

幸
男

　
　

議　

員　
　

後
藤　
　

忍

　
　

議　

員　
　

石
山　

直
継

　
　

議　

員　
　

菊
地　
　

敏

　
　

議　

員　
　

山
本　

春
光

　
　

議　

員　
　

長
山
志
津
子

　
　

議　

員　
　

桑
田　

孝
彦

ほ
か
職
員
一
同

町
立
病
院

　
　

病
院
長　
　

橋
本　

伸
之

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

教
育
委
員
会

　
　

教
育
長　
　

西
村　

聡

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

農
業
委
員
会

　
　

会　

長　
　

奥
山　
　

稔

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

選
挙
管
理
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

岸
山 

久
美
子

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

監
査
委
員

　
　

委　

員　
　

友
廣　

昭
二

　
　

委　

員　
　

石
山　

直
継

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

岸
山　

清
隆

　
　
　
　
　
　

ほ
か
職
員
一
同

北海道知事

鈴木 直道



◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（２）１０５８
6

発熱外来受診について
病院だより
No.83

発熱外来正面入口 発熱外来診察室

正面玄関

P
P

診察を受けられる前に、
必ず予約してください。

☎2-1058

　当院では、令和３年１月より、発熱症状および風邪症状がみられる方を対象とした発熱外
来を設置しております。
　発熱のみではなく、風邪症状のある方についても発熱外来受診となりますので、電話予約
のうえ、受診していただくようお願いいたします。
　また、来院される際には、マスクの着用にご協力をお願いいたします。

対 象 者：発熱症状および風邪症状がみられる方
受付時間：8：30 ～ 16：00（平日のみ）
受付方法：要電話予約（☎ 2-1058）※「発熱外来に」とお伝えください。
　　　　　看護師より指示がありますので、指示に従ってください。



◆お問い合せ先◆　福祉課地域ケア係　☎（２）１７２８
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転倒にご注意！

　

冬
の
こ
の
時
期
、
心
配
な
の
が
「
転
倒

（
転
ぶ
こ
と
）」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

転
倒
に
よ
る
骨
折
は
、
介
護
が
必
要
に
な

る
要
因
に
も
な
り
ま
す
。
全
国
的
な
調
査

で
は
、
転
倒
し
た
場
所
の
約
半
数
は
自
宅

で
庭
や
玄
関
、
浴
室
、
ベ
ッ
ト
周
り
が
多

い
と
の
結
果
も
あ
り
ま
す
。
日
頃
の
介
護

相
談
で
も
「
お
風
呂
が
心
配
」
と
い
う
相

談
が
多
い
で
す
。
つ
ま
づ
い
た
り
「
ヒ
ヤ

リ
」
と
し
た
箇
所
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

次
の
点
を
参
考
に
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

調査と審査を行います。

意見書と訪問調査をもと
に審査が行われます。

主治医に意見書
の記載を依頼

主治医意見書

心身の状況を
本人・家族から
聞き取り

訪問調査

介護認定の結果が通知さ
れます。

ケアマネージャーや保健
師などの支援担当者に連
絡・契約をし、サービス
利用に向け相談・手続き
を行います。

介護サービス計画（ケア
プラン）に基づき、利用
サービス事業所と契約、
利用の調整後サービスを
利用開始します。

介護サービスが必要な状
態になったら、介護保険
の申請・総合事業の利用
手続を行います。

※来所困難な場合、代行申請も
可能ですので電話でご相談くだ
さい。

　天塩町地域包括支援センター（役場福祉課）では、
保健師やケアマネージャーが、利用できる制度の紹介
や担当者へつなぐ支援を行います。また、具体的なケ
アの方法の相談や助言を行います。
　そのほか、居宅介護支援事業所や医療機関の相談室
などが在宅生活の不安や介護について相談にのってく
れます。

①家の中
・じゅうたんやマットはズレないよう固定しているか
・歩く場所に物はないか（配線や新聞など）

②杖
・杖先のゴムチップはすり減っていないか
・アイスピック（外用）の準備は済んでいるか

③浴室
つらい動作や「ヒヤリ」とした箇所はないか
手すりや福祉用具の活用を検討しましょう
・浴槽の中で滑る→滑り止めマットを敷く
・浴槽をまたぐのが大変→手すり、浴槽グリップ
・低い椅子等から立ち上がれない→シャワーチェア、浴槽台

突然の介護に直面してしまった
時に備えて、相談先や介護保険
の利用の流れについてもご紹介
します。



8

日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

12月 31１月 1 2 3 4 5 6
●役場年末年始閉庁
（～1月 8日）

●町民スキー場オー
プン

●消防出初式
［消防組合天塩支署］

10 時 30 分～
●役場臨時開庁日

8 時 30 分
～ 17 時 15 分

●町立病院臨時診療日
8 時 30 分～ 16 時

7 《成人の日》 8 9《町内回覧日》 10 11 12 13
●天塩町二十歳の集い

［ 社 会 福 祉 会 館 ］
●役場仕事始め
●天塩町賀詞交換会
［社会福祉会館］
・ 受付　17 時 15 分
・ 開会　17 時 30 分
●運転免許更新時講習
［社会福祉会館］
・ 初回　10 時
・ 優良　13 時
・ 一般　13 時 45 分
・ 違反　15 時

●運転免許更新時講習
［幌延町消防署2階］
・ 優良　18 時 30 分

+眼科外来 ○新春書き初め展
［社会福祉会館］
☆いきいきサロン

［老人福祉センター］
10 時～ 12 時

○新春書き初め展
［社会福祉会館］

14 15 16 17 18 19 20
○新春書き初め展
［社会福祉会館］

☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

○小中高始業式 ☆いきいきサロン
［雄信内老人憩いの家］

10 時～ 12 時

○託児の日

21 22 23《町内回覧日》 24 25 26 27
+眼科外来
☆はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

+産婦人科外来 +小児科外来
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

○5歳児健診
12 時 30 分～ 13 時

28 29 30 312月 1 2 3

令和 6 年令和 6 年  　  　月月11令和 6 年令和 6 年  　  　月月
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・1 月の回覧日は 10 日と 24 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月

ごみ収集お休み（1月１日～3日）



9

　

毎
年　

冬
に
な
り
ま
す
と
屋
根
に
積

も
っ
た
雪
・
氷
・
つ
ら
ら
が
落
ち
て
、

歩
行
者
が
怪
我
を
し
た
り
、
死
亡
し
た

り
す
る
事
故
が
た
び
た
び
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

冬
期
間
の
生
活
に
は
苦
労
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
冬
期
間
の
通

行
を
円
滑
に
し
、
事
故
を
な
く
す
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
特
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
屋
根
の
雪
・
氷
・
つ
ら
ら
が
道
路
に

落
ち
る
建
物
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
伴

う
事
故
を
避
け
る
た
め
「
雪
止
め
」
を

つ
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
雪
止

め
が
つ
け
て
あ
っ
て
も
、
強
さ
が
足
り

な
か
っ
た
り
、
針
金
な
ど
が
錆
び
つ
い

て
古
く
な
っ
て
い
た
り
す
る
と
切
れ
て

落
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
点
検

し
て
、
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
早
め
に

修
繕
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
屋
根
の
雪
・
氷
・
つ
ら
ら
は
、
気
温

が
上
昇
し
た
時
（
特
に
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
３
℃
か
ら
プ
ラ
ス
３
℃
に
な
っ
た

時
）に
落
ち
や
す
い
状
態
に
な
る
た
め
、

そ
の
よ
う
な
時
は
早
め
に
落
と
す
よ
う

留
萌
開
発
建
設
部
・
留
萌
振
興
局
・

天
塩
警
察
署
・
天
塩
町

落
氷
雪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

福
祉
課
福
祉
係

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
７
２
８

暖
房
用
燃
料
を
助
成
し
ま
す

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
落
と
す
時

は
周
囲
の
歩
行
者
や
子
供
に
十
分
注
意

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
ビ
ル
の
壁
・
窓
枠
・
突
出
看
板
等
か

ら
の
落
氷
雪
は
少
量
で
も
危
険
で
す
。

除
去
す
る
際
は
、
歩
行
者
へ
の
十
分
な

安
全
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

＊
軒
下
を
通
行
す
る
時
は
、
屋
根
か
ら

の
落
氷
雪
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

軒
下
や
道
路
で
は
絶
対
に
子
供
を
遊
ば

せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

＊
屋
根
か
ら
大
量
の
雪
が
落
ち
た
と
き

は
、
事
故
が
な
い
か
ど
う
か
直
ち
に
確

か
め
て
く
だ
さ
い
。
道
路
に
落
ち
た
場

合
は
通
行
へ
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、

速
や
か
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
交
通
事
故
・
交
通
障
害
防
止
の
た
め
、

雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
冬
の
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
世
帯
に
対

し
、
灯
油
や
薪
な
ど
の
暖
房
用
燃
料
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

《
対
象
》
令
和
５
年
11
月
１
日
現
在
で
、

次
の
①
～
③
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯

①
世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

②
天
塩
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
居
住
し

て
い
る　

※
施
設
入
所
や
医
療
機
関
等

へ
の
入
院
、
ま
た
は
生
活
保
護
を
受
給

し
て
い
る
場
合
は
対
象
外

③
次
の
⑴
～
⑶
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

⑴
高
齢
者
世
帯
：
65
歳
以
上
の
方
が
い

る
世
帯

⑵
障
害
者
世
帯
：
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、

精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳
１
級
の
い

ず
れ
か
を
所
持
し
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

⑶
ひ
と
り
親
世
帯
：
配
偶
者
と
離
別

（
死
別
）
し
て
お
り
、
20
歳
未
満
の
子

ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯
（
他
の
家

族
と
同
居
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
）

《
助
成
内
容
》
１
０
０
ℓ
分
の
灯
油

※
燃
料
が
灯
油
以
外
の
場
合
は
、
灯
油

１
０
０
ℓ
相
当
分
の
現
金
支
給

《
申
請
方
法
》
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
期
限
ま
で
に
福
祉
課
福

祉
係
ま
た
は
雄
信
内
支
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

《
申
請
期
限
》
令
和
６
年
２
月
29
日

　

日
本
の
森
林
は
国
土
の
７
割
。
こ
の

豊
か
な
森
林
が
持
つ
多
く
の
機
能
を
活

か
す
に
は
、
森
林
を
し
っ
か
り
と
整
備

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
林
業
の
採
算
性
の
低
下
や

担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
る
手
入
れ
不
足

の
森
林
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
下
、
パ
リ
協
定
の

枠
組
み
の
下
に
お
け
る
我
が
国
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成
や
災

害
防
止
等
を
図
る
た
め
の
森
林
整
備
等

に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的
に
確
保

す
る
観
点
か
ら
、平
成
31
（
２
０
１
９
）

年
３
月
に
「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環

境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し
、

「
森
林
環
境
税
」
及
び
「
森
林
環
境
譲

与
税
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
は
令
和
元
年
度
か

ら
譲
与
が
開
始
さ
れ
、森
林
環
境
税（
国

税
）
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
、
課
税
者

個
人
に
対
し
て
１
人
年
額
１
，０
０
０

円
が
課
税
さ
れ
、
町
・
道
民
税
と
合
せ

て
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
、
森
林
の
整

備
、
人
材
の
育
成
、
木
材
の
利
用
や
普

及
啓
発
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

《
令
和
４
年
度
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
主
な
事
業
》

・
民
有
林
等
整
備
支
援
事
業
（
間
伐
、

造
林
等
森
林
整
備
）

・
木
育
推
進
事
業
（
木
工
遊
具
の
推
進
、

木
育
教
室
開
催
）
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司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

自
衛
官
候
補
生
制
度
と
は
、
自
衛
官

と
な
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
教
育
訓

練
に
専
念
す
る
採
用
制
度
で
す
。
自
衛

官
候
補
生
と
し
て
所
要
の
教
育
を
経
て

３
か
月
後
に
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任

期
制
自
衛
官
）
に
任
官
し
ま
す
。

　

任
期
制
自
衛
官
と
は
、
陸
上
自
衛
官

は
１
年
９
か
月
（
一
部
技
術
系
は
２
年

９
か
月
）、
海
上
・
航
空
自
衛
官
は
２

年
９
か
月
を
１
任
期
（
２
任
期
目
以
降

は
各
２
年
）
と
し
て
勤
務
す
る
隊
員
の

こ
と
で
す
。
教
育
訓
練
を
受
け
た
後
に

各
部
隊
・
基
地
等
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

約
９
か
月
後
、
１
等
陸
・
海
・
空
士
に

昇
任
し
、
さ
ら
に
１
年
後
、
陸
・
海
・

空
士
長
に
昇
任
し
ま
す
。

《
応
募
資
格
》
18
歳
以
上
33
歳
未
満

《
受
付
期
間
》
令
和
６
年
１
月
16
日
ま
で

《
試
験
科
目
》
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

自
衛
官
候
補
生
募
集

《
試
験
日
程
》
令
和
６
年
１
月
21
日
、

22
日
（
試
験
会
場
：
旭
川
）

《
合
格
発
表
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

《
入
隊
時
期
》
採
用
予
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
司
法
書
士
協
議
会

で
は
、
令
和
５
年
11
月
か
ら
令
和
６
年

３
月
ま
で
の
間
、「
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
電
話
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。1
月
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

相
続
登
記
・
遺
言
・
不
動
産
登
記
・
会

社
の
登
記
、
成
年
後
見
な
ど
の
法
律
相

南
の
島
で
の
国
際

交
流
・
野
外
活
動

■
「
第
48
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ

ン
島
」
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、『
第
48
回
ち
び
っ
こ
探
検
学

校
ヨ
ロ
ン
島
』（
文
部
科
学
省
後
援
申

請
中
）
の
参
加
者
を
全
国
よ
り
募
集
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近

い
南
の
島
『
ヨ
ロ
ン
島
』
の
サ
ン
ゴ
礁

の
海
と
美
し
い
自
然
の
中
で
、
全
国
か

ら
参
加
す
る
仲
間
（
日
本
人
・
外
国
人
）

と
の
民
宿
で
の
共
同
生
活
や
、
様
々
な

野
外
活
動
（
海
水
浴
、
イ
カ
ダ
作
り
＆

イ
カ
ダ
こ
ぎ
、
さ
と
う
き
び
刈
り
＆
搾

り
、
洞
窟
探
検
な
ど
）
を
通
し
て
言
葉

や
習
慣
の
違
い
を
乗
り
越
え
、
友
達
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
知
り
友
情
を
深
め
、

お
互
い
に
協
力
し
助
け
合
い
、
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。

　

今
度
の
春
休
み
は
、
思
い
出
に
残
る

楽
し
い
体
験
を
し
に
暖
か
な
南
の
島

『
ヨ
ロ
ン
島
』
へ
行
き
ま
せ
ん
か
？

《
期
間
》
令
和
６
年
３
月
26
日
（
火
）

～
４
月
１
日
（
月
）
６
泊
７
日

《
場
所
》
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

《
説
明
会
》
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
益
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
定
員
》
日
本
人
小
学
生
１
２
０
名
、

外
国
人
小
学
生
60
名
（
小
学
２
～
６
年

生
：
令
和
６
年
２
月
末
時
点
）

《
締
切
》
令
和
６
年
３
月
６
日
（
水
）

《
出
発
地
別
参
加
費
（
一
例
）》

・
旭
川
空
港
：
21
万
１
千
円

・
新
千
歳
空
港
：
20
万
３
千
円

◆
資
料
請
求
・
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
先
◆

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
７
０
‐０
０
１
３　

東
京
都
豊
島

区
東
池
袋
２
‐２
３
‐２　

Ｕ
Ｂ
Ｇ
東

池
袋
６
階

☎
０
３
（
６
８
２
５
）
３
１
３
０

FAX
０
３
（
３
９
８
１
）
２
７
１
２

　

昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
退
職
金

共
済
制
度
（
林
退
共
）
は
、
林
業
界
で

働
く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金

制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職

金
制
度
で
す
。

《
制
度
の
特
徴
》

○
税
法
上
、
掛
金
は
法
人
で
損
金
、
個

人
企
業
で
は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

○
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

《
事
業
主
の
皆
様
へ
》

○
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て
適

林
退
共
へ
加
入

し

ま

せ

ん

か

正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事
者

が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し

て
く
だ
さ
い
。

《
労
働
者
の
皆
様
へ
》

○
事
業
所
を
変
わ
る
と
き
は
共
済
手
帳

を
忘
れ
ず
に
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
林
業
会
を
引
退
す
る
時
は
、
忘
れ
ず

に
退
職
金
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

○
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
さ
れ
、
林
退

共
精
度
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
心
当
た
り
が
な

い
方
は
、
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構 

林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
８
９

FAX
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
９
０

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
電
話
相
談

《
日
時
》
令
和
６
年
１
月
９
日
（
火
）

16
時
～
19
時

☎
０
１
２
０
（
８
８
８
）
４
４
７

※
予
約
不
要
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
通
話
料
の
負
担
が
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

札
幌
司
法
書
士
会

☎
０
１
１
（
２
８
１
）
３
５
０
５

※
司
法
書
士
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
司

法
書
士
の
業
務
範
囲
に
属
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
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➀介護料の支給 自動車事故が原因で脳・脊髄・胸腹部臓器を損傷したことによ
り重度な後遺障害が残り、常時又は随時の介護が必要な方に対
し、介護料を支給します。

【月額】36,500 円～ 211,530 円
※介護保険、労災保険の介護（補償）給付等との併給は不可

➁短期入院・短期入
所

自動車事故により自宅介護を受ける重度後遺障害者の方々の健
康維持や、家族の負担軽減のため、全国に「短期入院協力病院」

「短期入所協力施設」を指定しています（202 病院、139 施設）。
➂短期入院・短期入
所費用助成

短期入院・入所を利用した際の患者移送費、室料差額負担金お
よび食事負担金等に要する費用として自己負担した額の一部を
助成します（年間 45 日かつ年間 45 万円まで）。

➃療護施設の設置・
運営（重度後遺障害
者のための専門病院）

自動車事故による重度後遺障害者（遷延性意識障害者）のため
の専門病院（療護施設）を全国 12 か所で設置・運営しています。
入院期間は概ね 3 年間です。

➄交通遺児等貸付 自動車事故により保護者が死亡または重度後遺障害者となった
ご家族（生活困窮家庭）のお子様に対し、中学校卒業までの生
活資金の無利子貸付を行います。

【当初一時金】155,000 円
【月額】10,000 円または 20,000 円
【小・中学校入学支度金】44,000 円

➅介護者（親）なき
後に備えるための情
報提供

介護者が先に亡くなったり、老齢や病気等により介護ができな
くなった場合に対応するために必要な情報を集め、ナスバホー
ムページに掲載し情報提供しています。

◆NASVAの交通事故被害者救済制度◆
　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
：
ナ
ス
バ
）
で
は
、

自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々

（
自
動
車
事
故
を
原
因
と
し
て
重
度
後

遺
障
害
を
負
わ
れ
た
方
、
介
護
に
当
た

る
ご
家
族
、
保
護
者
を
失
っ
た
生
活
困

窮
家
庭
の
児
童
な
ど
）
を
支
援
す
る
た

め
、様
々
な
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
事
故
に
あ
っ
て
相
談
先
に
お

　

天
塩
町
消
防
団
新
年
消
防
出
初
式
を

次
の
日
程
で
挙
行
し
ま
す
。

《
日
時
》
令
和
６
年
１
月
５
日
（
金
）

10
時
30
分（
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
：
９
時
30
分
）

《
場
所
》
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
署
天

塩
支
署
前
及
び
社
会
福
祉
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
留
萌
消
防
組
合
消
防
署
天
塩
支
署

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
５
６
０

困
り
の
方
に
は
、
左
の
表
に
あ
る
救
済

制
度
を
含
め
、
無
料
で
相
談
で
き
る
各

種
窓
口
を
電
話
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
ご
相
談
は
こ
ち
ら
へ
◆

・
自
動
車
事
故
対
策
機
構 

札
幌
主
管
支
所

☎
０
１
１
（
２
１
８
）
８
１
５
５

・
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン

☎
（
０
５
７
０
）
０
０
０
７
３
８

※
受
付
時
間
：
10
～
12
時
、
13
～
16
時

土
・
日
・
祝
・
年
末
年
始
を
除
く

※令和５年４月１日現在

【詳しくはNASVAホームページへ】
https://www.nasva.go.jp 検索ナスバ 支える

ご
存
知
で
す
か
？

自
動
車
事
故
被
害
者
救
済
制
度

天
塩
町
消
防
団

新
年
消
防
出
初
式

2 月号へ掲載を

希望する方は、

1 月 10 日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

　

み
ん
な
で
歌
え
ば
気
分
爽
快
！ 

楽
し

く
歌
い
ま
し
ょ
う
！ 

見
学
か
ら
大
歓
迎

で
す
。毎
週
月
曜
日
の
19
時
か
ら
21
時
に
、

社
会
福
祉
会
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
♪

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

太
田
陽
子

☎
０
９
０
（
９
０
８
９
）
２
０
９
６

岸
山
久
美
子

☎
０
９
０
（
５
９
５
４
）
６
３
３
７

は
ま
な
す
コ
ー
ラ
ス

は
ま
な
す
コ
ー
ラ
ス

団
員
募
集
中
！

団
員
募
集
中
！

●警察署窓口　　9:00～ 16:30
●収入証紙売場　9:00～ 17:00

※土・日・祝日休み　※運転試験場等は8:45～ 16:30（平日）

令和6年1月4日（木）から、窓口業務の受付時間が変わります。

事件・事故・遺失・拾得の届出等は、今までどおり24 時間受付しています。
緊急時は110番、相談等は#9110または天塩警察署☎01632（2）2110まで

警察署等の窓口対応時間が変わります

【交通係】運転免許証の更新・再交付・記載事項変
更関係、道路使用許可・駐車許可・通行許可関係、
自動車保管場所証明・安全運転管理者関係

【生活安全係】銃砲刀剣類・火薬類・風俗営業関係、
警備業・古物営業・質屋営業関係　等
※その他詳細は警察署等へお問い合わせください。

《対象となる主な手続き》
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　上川・留萌地方など日本海側の地方では、12 月か
ら 1 月にかけての時期の降雪量が最も多く、年間降
雪量のおよそ半分がこの時期の降雪量となります。
　大雪に伴う災害は、道路の通行止めをはじめとした
交通機関への障害、電線などに雪が積もり電柱の傾斜
や電線の切断による停電、雪の重みによる家屋や樹木
の損壊など、私たちの生活に大きな影響を及ぼします。
また、なだれや屋根からの落雪、雪下ろし作業中の事
故なども発生することがあります。
　気象台では大雪による災害が予想されたとき、大雪
警報や大雪注意報を発表して、皆さんに警戒・注意を
呼びかけています。また気象庁ホームページの「今後
の雪」では、1 時間毎に推定した積雪の深さと降雪量
の分布及び 6 時間先までの予測の積雪の深さと降雪

量の分布を見ることができます。出かける前に最新の
天気予報や気象情報、道路の通行止めやライブカメラ
などをテレビ、スマートフォンなどにより確認して行
動するよう心掛け、大雪が予想される場合は、予定の
変更や出かけるのを控えましょう。

《気象庁ホームページ「今後の雪」》
https://www.jma.go.jp/bosai/snow/

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

大雪に備える

多文化共生と「日本語」以外

　10 月 30 日夜、てしお温泉「夕映」多目的ホールにて町内で働きながら暮
らしている外国人 25 名を招き研修交流会が開催されました。外国人雇用事業
者の７名、そして吉田町長や野崎副町長をはじめ役場の職員を含めると計約
40 名が参加しました。「町内の外国人仲間どうしの顔を知る」「天塩町で暮ら
すための防災知識、生活知識を知る」研修は、通訳を交えず現場だけで繰り広
げられました。デジタル技術を駆使する野口隊員がスクリーンいっぱいにベトナム語やインドネシア語などを
表示する同時翻訳システムを投影し、言葉の壁を意識せずに進行できたからです。防災ハザードマップはスキャ
ン型翻訳ツール（グーグルレンズ）を使いました。各テーブルでの会話は外国人のみなさんが日ごろ学ぶ日本
語が飛び交い、また、その補助にもなるようスマートフォン用翻訳アプリケーション（ボイストラ）を使って
もらうなど、構える国際交流の場とは少し違う和気あいあいの場になりました。翻訳結果と口語が合わず、部
分的に音声認識が困難なところもありましたがそれもご愛敬。流れが途切れず研修が進んだことは大きな意味

で多文化共生でのまちづくりの一歩になったように感
じられました。
　ビンゴゲームの景品は日本らしいものを選びまし
た。湯たんぽ、カイロ、日めくりカレンダーなど。「使っ
てますよー」という声を聞いてみたいと感じました。
そうしたときに私が使う翻訳アプリケーション「ボイ
ストラ」みなさんも機会がありましたらダウンロード
して使ってみてください。町で働く外国人の方のみな
らず天塩町を訪れる観光客との会話、そしてご自身の
旅行での会話が楽しくなること請け合いです。（三國）



13

　

12
月
８
日
、
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
「
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル･

ヨ
ガ
教
室
」
が
、

（
一
社
）
天
塩
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
ラ

ボ
の
運
営
で
開
催
さ
れ
、
30
歳
代
か
ら
60

歳
代
の
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
バ
ラ
ン

ス
ボ
ー
ル
講
師
の
藤
原
ゆ
み
こ
先
生
（
愛

知
県
在
住
）、
ヨ
ガ
講
師
の
中
島
ま
な
み

先
生
（
豊
富
町
）
を
お
招
き
し
、
バ
ラ
ン

ス
ボ
ー
ル
を
用
い
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
ヨ

ガ
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
40
歳
代
の

女
性
は
「
６
年
前
に
藤
原
先
生
が
お
越
し

に
な
っ
て
初
め
て
開
催
し
た
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
教
室
で
、
そ
の
楽
し
さ
に
魅
了
さ

れ
、
今
回
も
ヨ
ガ
と
併
せ
て
愉
快
に
運
動

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

ヨ
ガ
教
室

▼バランスボール ･ ヨガ教室の様子

　

12
月
３
日
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
主

催
に
よ
る
「
第
15
回
天
塩
町
地
域
福
祉
大

会
」
が
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
ら
し
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
社
会
福
祉

会
館
で
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
町
民
な

ど
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
表
彰

式
で
は
、
町
社
協
よ
り
㈱
阿
部
組
へ
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

よ
り
久
留
宮
美
智
博
さ
ん
に
、
北
海
道

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
園
田
加
代
子
さ

ん
、
伊
藤
望
さ
ん
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
札
幌
市
在
住
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

奏
者
・
二
田
浩
衣
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
演

奏
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
一
環
と
し

て
の
ビ
ン
ゴ
大
会
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
15
回地

域
福
祉
大
会

▼天塩町地域福祉大会の様子

11月9日～12月13日

　

11
月
17
日
、
北
留
萌
消
防
組
合
天
塩
支

署
の
植
村
純
一
氏
と
熊
谷
佑
斗
氏
の
２
名

を
講
師
と
し
た
救
急
救
命
講
習
会
が
行
わ

れ
、は
ま
な
す
学
園
大
学
（
高
齢
者
大
学
）

の
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
前
半
は
座
学

に
て
救
急
処
置
を
動
画
等
を
用
い
な
が
ら

学
び
、
後
半
は
人
体
人
形
を
使
い
、
事
故

や
急
病
で
心
肺
停
止
と
な
っ
た
人
の
初
期

対
応
を
す
る
想
定
で
実
技
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
講
師
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
な
が

ら
胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
心
肺

蘇
生
を
一
人
ず
つ
全
員
が
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
70
歳
代
の
方
は
「
過
去
に
同
様

の
講
習
を
受
け
た
が
、
今
回
も
受
講
し
て

よ
か
っ
た
。
定
期
的
に
受
け
た
い
」
と
感

想
を
述
べ
ま
し
た
。

は
ま
な
す
学
園
大
学
生

救
命
講
習

▼はまなす学園（高齢者大学）での救命講習会の様子

　

認
知
症
の
こ
と
や
介
護
の
仕
事
、
人
と

人
、
家
族
や
地
域
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て

新
人
介
護
福
祉
士
が
認
知
症
患
者
や
家
族

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
学
び
成
長
し

て
い
く
姿
を
描
い
た
映
画
「
ケ
ア
ニ
ン
」

の
上
映
会
が
11
月
29
日
、
町
福
祉
会
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昼
の
部
、
夜
の
部

の
２
回
開
催
さ
れ
56
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
10
～
80
歳
代
の
幅
広
い
年
齢
層
が
映

画
を
鑑
賞
し
、「
こ
の
映
画
の
よ
う
な
場

所
が
あ
り
利
用
で
き
る
と
素
晴
ら
し
い
と

思
っ
た
」「
介
護
の
こ
と
は
ま
だ
、
家
族

だ
け
、
一
人
だ
け
で
抱
え
込
む
こ
と
が
多

い
現
状
だ
と
思
う
」「
機
会
が
あ
れ
ば
続

き
も
見
て
み
た
い
」
等
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

認
知
症
講
座

映
画
上
映
会

▼映画「ケアニン」上映の様子
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天
塩
酪
農
振
興
会
（
満
保
豊
会
長
）
は
、

牛
乳
消
費
拡
大
活
動
及
び
食
育
活
動
な
ら

び
に
地
域
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

牛
乳
券
を
町
に
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
12

月
８
日
、
満
保
豊
会
長
と
中
島
康
行
副
会

長
は
、
役
場
を
訪
れ
牛
乳
券
（
２
０
０
円

券
・
１
０
０
０
枚
）
を
吉
田
町
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
吉
田
町
長
は
「
牛
乳
券
を
戴

き
有
り
難
い
、
こ
ど
も
園
、
小
中
高
生
等

に
配
布
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
昨

今
、
飼
料
高
騰
・
後
継
者
不
足
な
ど
酪
農

家
の
皆
さ
ん
は
た
い
へ
ん
苦
境
に
立
た
さ

れ
て
お
り
、
町
と
し
て
課
題
を
解
決
に
導

く
た
め
に
も
、
交
流
等
を
通
じ
て
積
極
的

に
意
見
を
聴
い
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

酪
農
振
興
会

牛
乳
券
を
贈
呈

▼吉田町長に牛乳券を贈呈する満保会長（中）と中島副会長（右）

　

留
萌
振
興
局
森
林
室
天
塩
事
務
所
（
鳥

本
雅
裕
所
長
）
に
よ
る
木
育
活
動
の
一
環

と
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
づ
く
り
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
12
月
５
日
、
認
定

こ
ど
も
園
児
22
名
が
留
萌
産
ト
ド
マ
ツ
薄

皮
を
「
て
し
お
仮
面
」
の
形
に
し
た
板
を

思
い
思
い
に
色
塗
り
し
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を

作
り
ま
し
た
。
７
日
に
は
役
場
に
設
置
さ

れ
た
高
さ
３
ｍ
の
天
塩
産
ト
ド
マ
ツ
に
園

児
13
名
が
飾
り
つ
け
に
訪
れ
、
完
成
し
た

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
25
日
ま
で
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
園
児
ら
と
飾
り
つ
け
を
行
っ

た
指
導
林
家
の
横
山
秀
さ
ん
は
「
ツ
リ
ー

を
通
し
て
子
供
た
ち
が
木
に
親
し
み
を

も
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
語
り
ま
し
た
。

天
塩
産
ト
ド
マ
ツ

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

▼役場庁舎ロビーに設置された天塩産ドトマツのクリスマスツリー

　

12
月
11
日
、
町
の
文
化
教
育
施
設
等
の

修
繕
等
の
地
域
貢
献
を
行
っ
た
事
業
者
へ

の
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
株

式
会
社
石
山
組
は
、
９
月
末
に
天
塩
川
歴

史
資
料
館
の
外
壁
修
繕
を
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ラ
ダ
工
業
株
式
会
社
は
、
９
月
末
に
天

塩
小
学
校
へ
の
カ
ス
ケ
ー
ド
物
置
移
設
作

業
と
円
山
社
会
教
育
会
館
の
美
化
作
業
を

さ
れ
ま
し
た
。
株
式
会
社
瀬
越
組
は
、
12

月
初
旬
に
天
塩
中
学
校
と
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
カ
ス
ケ
ー
ド
物
置
の
移
設
作
業
を
さ

れ
ま
し
た
。
吉
田
町
長
は
「
町
の
文
化
・

教
育
施
設
の
美
化
及
び
環
境
整
備
の
た
め

に
ご
尽
力
、
貢
献
を
い
た
だ
き
感
謝
致
し

ま
す
」
と
述
べ
、
３
社
へ
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

教
育
施
設
等
修
繕
で

地
域
貢
献

▼（右から）感謝状を贈呈された㈱瀬越組、㈱石山組、ハラダ工業㈱

　

天
塩
高
校
で
は
「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
授
業
に
て
筑
波
大
学
と
の
高
大
連
携

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
通
じ
て
、
２
年
生
「
６
班
」（
高

原
琉
愛
さ
ん
、
田
中
亜
月
さ
ん
、
三
浦
和

華
さ
ん
、
小
平
春
花
さ
ん
）
が
地
域
デ
ー

タ
を
分
析
し
、
考
案
し
た
町
活
性
化
プ
ラ

ン
「
夕
日+

α
?!
」
を
内
閣
府
主
催
「
地

方
創
生
☆
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
３
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
に
選
出
さ
れ
、
12
月
９

日
、
内
閣
府
庁
舎
（
東
京
）
で
開
催
さ
れ

た
最
終
審
査
会
で
道
外
８
地
域
の
代
表
校

と
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
上
位
入
賞
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、視
聴
者「
推
し
チ
ー

ム
投
票
」
で
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

内
閣
府
コ
ン
テ
ス
ト
で

天
高
生
発
表

▼北海道ブロック代表として内閣府（東京）で発表を行った天塩高校生

11月9日～12月13日
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広
報
て
し
お
1
月
号
（
N
O
.798）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

株
式

会
社

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/
●

企
画

・
編

集
　

天
塩

町
企

画
商

工
課

広
報

情
報

係
（

〒
098-3398　

天
塩

町
新

栄
通

８
丁

目
　

☎
01632-2-1001）

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
菅

原
・
菅
野
で
す
。

♪
今
年
の
干
支
は
「
辰
」
で
す
ね
。
辰
（
龍
）

は
干
支
の
中
で
唯
一
架
空
の
動
物
で
す
。
龍

は
古
来
よ
り
中
国
で
権
力
の
象
徴
と
さ
れ
、

縁
起
の
良
い
生
き
物
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
縁
起
の
良
い
一
年
で
あ
る
こ
と
を
願
い

た
い
で
す
ね
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
企
画
商

工
課
広
報
情
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱

稚
内
営
業
課　

様

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

《
香
典
返
し
と
し
て
》

新
開
通
11　
　

大　

澤　

和　

儀　

さ
ん

サ
ラ
キ
シ　
　

青　

木　

光　

二　

さ
ん

稚
内
市　
　
　

越　

後　

幸　

也　

さ
ん

■
恵
愛
荘
へ

海
岸
通
11　
　

赤　

塚　
　
　

勤　

さ
ん

新
地
通
11　
　

地
域
支
え
あ
い　
　
　
　

サ
ロ
ン
み
ら
く
る　

様

天
塩
町　
　
天
塩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

様

（
新
開
通
11
）

大

澤
　
　
　
惠
　
さ
ん
（
90
歳
）

（
緑
新
団
地
）

太

田
　
秀

雄
　
さ
ん
（
78
歳
）

（
富
士
見
団
地
）

青

木
　
　
　
巴
　
さ
ん
（
87
歳
）

（
新
栄
通
11
）

越

後
　
宗

子
　
さ
ん
（
84
歳
）

（
新
地
通
３
）

河　

上　

恵け

い

と士　
さ
ん

賢
一
さ
ん
・
文
子
さ
ん
の
長
男

該
当
な
し

---人　口 ----------------
２，７４２ 人  （－ ７）

（令和 5 年 11 月 30 日現在）

㊚１，３９０ 人 （－ １）
㊛１，３５２ 人 （－ ６）

---世帯数 ----------------
１，４６７世帯（－ ５）

１/31
・国民健康保険税（８期）
・固定資産税（5期）

◀友だち登録は
　こちらから！

施設・店舗名 年末年始休業
官公庁 役場・雄信内支所 12 月 30 日～１月 8 日

（役場は5日に臨時開庁）

金
融
機
関

天塩郵便局
ATM

無休（30・31 日は
17 時まで、1 日～ 3 日
は 15 時まで）

貯金・保険・
郵便窓口 12 月 30 日～ 1 月３日

雄信内郵便局
ATM 12 月 31 日～３日（30 日

は 9 時～ 12 時 30 分まで）
貯金・保険・
郵便窓口 12 月 30 日～１月３日

るもい農業
協同組合

天塩支所 A T M ・
窓口

12 月 30 日～１月３日
雄信内事業所 12 月 30 日～ 1 月 8 日

北るもい漁業
協同組合天塩支所 窓口 12 月 29 日～１月 8 日

（予定）

稚内信用金庫天塩支店 窓口 12 月 30 日～１月３日
ATM １月１日

町
内
施
設

雄信内生活改善センター
12 月 30 日～１月 8 日認定こども園 ・雄信内保育

所・子育て支援センター
老人福祉センター
社会福祉会館 12 月 27 日～１月５日ファミリースポーツセンター
町民スキー場 １月３日オープン予定

てしお温泉 夕映

《温泉》無休
《レストラン》無休
（12 月 31 日・1 月
1 日の夕食営業は宿
泊のお客様で満席に
なる可能性あり）

施設・店舗名 年末年始休業

スガ
タソ
ンリ
ドン

協立石油株式会社

無休
・12 月 30 日：16 時まで
・12 月 31 日：15 時まで
・ 1 月 1 日：10 ～ 15 時
・ 1 月 2 ～３日：9 ～ 16 時
・ 1 月 4 日：8 ～ 16 時

新天塩石油株式会社 １月１日（２日は17時まで）
株式会社水口商店 １月１日
ホクレン天塩セルフ給油所 12 月 31 日午後～１月３日

医
療
機
関 

町立国民健康保険病院 12 月 30 日～１月 8 日
（5 日に臨時診療）

峰村歯科医院 12 月 29 日～１月８日
てらもと歯科 12 月 29 日～１月３日

交
通
機
関

沿岸バス
☎ 0164（62）4550

《路線バス》
・１月１日は全便運休
・12 月 29 日 ～ １ 月 3
日は一部路線が運休
《特急はぼろ号》
・１月１日の札幌行きは
31 便（天塩発 8:35）と
51 便（天塩発 15:45）、
豊富行きは 111 便（札
幌発 8:00）と 131 便（札
幌発 15:00）が運休
・12 月 28 日～ 1 月 5
日は臨時便が運行しま
す。

みやびハイヤー 12 月 31 日～１月３日

その他

医療バス 12 月 31 日～１月３日ごみ収集

道の駅てしお
1 月 1 日 ～ 2 日（ ト イ
レ・EV 充電スタンドは
24 時間利用可能）

※休業日は変更になる可能性があります。あらかじめご了承ください。

臨時便の運行ダイヤは
沿岸バス公式サイトで
ご確認ください。


